
１．はじめに
　中途視覚障害者は施設などで生活訓
練を受けることで、ある程度身の回り
のことには不便はなくなる。しかし、受
障前に比べ、一人でできることが限ら
れたり、また、受障したことへの挫折感
から、ものごとに対して消極的になり、
活動範囲が狭まり家に閉じこもりがち
になってしまうことがある。
　家の中では、テレビを見たりラジオ
を聞いたり、家族との会話で一日の大
半を過ごしている．彼らが、毎日そのよ
うな単調な生活を楽しんでいるのなら
問題はない。しかし、他にすることを見
いだせずに、ただなんとなくそういう
ふうに過ごしてしまっているのではな
いだろうか．

　東京都の武蔵野市障害者福祉セン
ターでは、中途視覚障害者に対して、レ
クリエーション活動－いろりの会－を
実施している。このグループの活動は、
レクリエーションをきっかけに、活動
範囲を広め、趣味や生きがいをみつけ
る場を提供することを目的としている。

２．武蔵野市で実施しているレクリ
エーション活動
　１９９９年の６月から現在に至るま
で東京都の武蔵野市障害者福祉セン
ターで、毎週一回、午前中に半日のプロ
グラムで実施している。
　対象者は武蔵野市在住の中途視覚障
害者９名、そのうち全盲が４名、弱視が
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Aさん 男性 ７０代 全盲 家族と同居、毎回奥さんと共に参加、家の中で過ごすことが多い
Ｂさん 男性 ７０代 弱視 体調不良により８月以降参加できず
Ｃさん 男性 ３０代 全盲 家族と同居、マッサージの仕事をしているが、それ以外はあまり外出せず
Ｄさん 女性 ７０代 弱視 一人暮らし、他の体操やダンスのグループにも参加している
Eさん 女性 ７０代 弱視 家族と同居、一人で家事や買い物をこなす
Ｆさん 男性 ６０代 弱視 家族と同居
Ｇさん 男性 ７０代 全盲 体調の関係で１回しか参加できず
Ｈさん 男性 ７０代 全盲 家族と同居、2000年2月からグループに参加
Iさん 女性 ６０代 弱視 一人暮らし、2000年2月からグループに参加、一人で出歩くことはない。

表１　参加者概要



５名である。表１は、その対象者の詳細
を示している。この活動に参加してい
る人は６０歳以上の高齢者がほとんど
である。また、肢体不自由や内部障害な
ど視覚障害以外に、障害が重複してい
る人もいる。そのため、外出することに
不便があるので、家に閉じこもりがち
な傾向のある人ばかりである．
　この活動に携わったスタッフは４名
で、視覚障害専門職、看護婦、ボラン
ティア２名である。

２－１　レクリエーション活動の内容
　表２にはこのグループで実施したレ
クリエーション活動の内容を示してい
る。野外活動や調理，クリスマス会など
のとき以外は，基本的参加メンバーが
活動内容を各自で決めている．特にや
りたいことがなかったり，自分で決め
られないという人にはスタッフが活動
を提供している．
　個人でレクリエーションを行う利点
として，他のメンバーとの作業の遅れ
を感じることで，焦ったりやる気をな
くしてしまうことがないということが

挙げられる．しかし，会話が作業を手伝
うスタッフとの間に限られ，他のメン
バーとの会話が少なくなってしまった。
そのため，グループ内のコミュニケー
ションを活発にし，メンバー同士の関
係を強めて，グループとしての一体感
が感じられるようにメンバー全員で楽
しめるレクリエーションを個人ででき
るレクリエーションと平行して進めて
いった。
　クロスワードパズルはメンバーの話
をひきだし，会話を発展させるきっか
けとなった。また，クリスマス会や調理
実習も計画の段階でどういうことをす
るか皆で相談することによってグルー
プ内の会話を活発にした．また，全員で
一つのことを成し遂げることによって
グループの結束を強めることができた。
遠足で行った六都科学館も，実際に手
で触れたり，体を使って体験できるも
のがあり，障害程度の差に関係がなく
皆で楽しみを共有することができた。

表２　活動内容

レクリエーションの内容
工作 紙粘土…小物入れや花瓶などをつくる

折り紙
アンデルセン…広告を細く丸めたものでかごを編む
牛乳パック…和紙をはって箸置きや小物入れを作る

野外活動 遠足…バスで六都科学館に行く
フリスビー…新聞紙で作ったフリスビーで遊ぶ
散歩、お花見

室内活動 ゲーム…輪投げ、クロスワードパズル
クリスマス会…手作りのクリスマスカードとプレゼントの交換

調理実習 けんちん汁、サンドイッチ…皆で材料を少しずつ持ち寄って、
センター内にある調理室で作った



２－２　メンバーの参加状況
　図１は１９９９年６月から２０００
年３月までの，月ごとの参加延べ人数
を示している。この１０ヶ月間で参加
者の延べ人数は１２７人であった。１
９９９年８月と２０００年１月に参加
人数が少ないのは，月に２回しか活動
を実施しなかったためである。２００
０年の２月以降，参加人数が増加した
のは，新しいメンバーが２名加わった
ためである。
　メンバーが継続して参加するように
なった理由として，受障してから，趣味
や生きがいがなく，生活の中に喜びや
楽しみを見いだせなかったが，ゲーム
や工作などのレクリエーションをする

ことによって楽しさを感じることがで
きるようになったことがあげられる．
また，同じ障害をもつ人のグループに
いることで同じ悩みを相談できること
も続けてグループに参加するように
なった理由であろう。
　継続してグループに参加することで，
今まで外出することも少なく，家の中
でだらだらと過ごしがちだったメン
バーにとって，活動がある日は，バスの
送迎の時間に合わせて起床したり身支
度をしたりすることで，時間の感覚を
取りし戻し，メリハリのある生活を送
るためのリハビリテーションの一つに
なっている。

図１　参加延人数
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２－３　レクリエーション活動の成果
　グループが始まった頃は，メンバー
はスタッフが話しかければ話す程度で，
自発的に話すことが少なかった。だか
ら，スタッフが積極的に話しかけたり，
全員でできるレクリエーションを通し
て他のメンバーと話をする機会をつく
ることで，スタッフが問いかけなくて
も自分から話をしたり，他のメンバー
と話すようになり，グループ内の会話
が活発になっていった。グループに参
加することで，他者とのコミュニケー
ション能力を取り戻してきたことがう
かがえる。
　メンバーのレクリエーションに対す
る取り組み方の変化として，はじめは
スタッフが提供するレクリエーション
を受身的にしていたり，指示されるの
を待っているなど，レクリエーション
に対して消極的だった。しかし，メン
バーがグループに慣れてくるようにな
ると，スタッフの手をあまり借りずに
自分の力で成し遂げようとする前向き
な姿勢がみられるようになってきた。
　Eさんのように牛乳パックでイスを
作りたいと，一部のメンバーは自分の
興味のあることを主張するようになり，
スタッフがレクリエーションを準備し
なくても，家から牛乳パックを集めて
もってきて自発的に作業に取り組むよ
うになった。また，Aさんは他のメン
バーが作業をしていても皆と話をして
いるだけだが，とてもいきいきして楽
しそうである。いままで家族以外の人
と話をする機会が少なかったAさんに
とって，グループに参加して話をする
ことに楽しみを見いだし，それ自体が
レクリエーションになっている。

　ゲームをしたり，何かを作るという
ことだけがレクリエーションなのでは
なく，その人が楽しいと思えるものは
何でもレクリエーションになりえるの
である。
　以上のように，メンバーが継続して
グループに参加し，自発的にレクリ
エーションに取り組んでいることから，
レクリエーションを通して得られた楽
しさや喜びの感情が，ものごとに対す
る積極性や，外出したり，他者とコミュ
ニケーションをとったりする社会復帰
のモチベーションを高めるきっかけと
なっているのである。

３．活動の今後の課題
　現在，メンバーはグループがあるこ
とで，週に１回外出する機会があり，ま
た，レクリエーションをする機会があ
るが，活動のない日は，依然として家の
中で過ごしてしまうことが多く，活動
のない日にレクリエーションを自分で
見つけて実行するという段階にまでは
至っていないようである。これからの
課題として，グループに参加しなくて
も，自由にメンバーがしたいレクリ
エーションが実現できるように条件を
整えたり，レクリエーションに関する
情報を提供して，レクリエーションの
幅が広がるようにメンバーをサポート
する必要がある．


